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4-1 サスペンション

-ディアス車のフロントスタビライザ径を())18 111111に変更（従来車中21111111)，トラック及びパネルバン

(除赤帽車）は廃止した。

4-2 ステアリング

-全車¢0尺タイプのギヤ3 〇 Xを採用し，ハンドル最大回転数及び総合ギヤ比を変更した。

4-3 ブレーキ

，八83装着車をライン〇？展開（ディアスIIサンサンルーフ4界0，5以丁/迟〇マ丁）した。

，3装着車対応によりブレーキ仕様を変更（マスタシリンダ及びブレーキブースタ）した。

-八3 3装着車はクロス配管を採用した。

4一4 タイヤ6ホイール

，ラジアルタイヤ（14 5尺12)をバン5 01全車に採用した。（バン80X80はもともと1451112)

-トラック3丁0車の後輪タイヤを500 —12 —6？尺に変更した。

4—1



ばね定数（1^/01111)

減衰力〇.101/3
(^0 ------------

[伸び顧み] 0.3111/5

3.5

50/25

130/40

4.5 

55/30 

140/45

2.8

ばね定数（は/腦!〉 40 -4—

形

外

式 

(11101)

ばね定数(は/丽) 

最大長（腦)

最小長（0111!)

減衰力 
(^0

[伸び縮み].

0.111175

〇. 3111ん

高 さ：幵（麵)

形 状

中実.トーシヨンバー 

多18(赤帽車のみ）

6.5 6.0

444

278

48/23

78/38 

70

0タイプ 八タイプ

中^.トーシヨンバー

418

4.5

65.5

8タイプ

トラツク及:ハ。ネルパ'ン
は廃止（除赤帽車）.

ヘルパ形状 
八タイプ 8タイプ

㈠

キヤ ンバ 1° 土 45’ 左右差せち'以内

キヤ スタ 3° 50, 土 1。

トー イン 11^ 1 ± 3腿 左右輪の和

サイドスリッフ。 011X 2 土 3111111/爪

地卜高

(胃）

12”バイアス
(5.00-12) 338土 12

半1ハ 【、事士
12” ラジアル
(145尺12) 321±12

左石圭10111111以内 
測定点；シャシフレー 
ムとフロントサスクロ

メン取付ボルト；前側 
のボルト頭下面

12” ラジアル 
11555肌及び14现12) 323 土 12

12” ラジアル
(135 951112) 332 ±12

キヤ ンバ 0° 50’ ± 45’ 左右差45^以内

トー イン 瓜1 土31111〇. 左右翰の和

サイドスリップ 11^ 1 土 3 1111117111

地卜高

(01111)

12”バイアス
(5.00-12) 299 土 12 297 土 12

左右差10麵以内 
測定点；トレーリング 
アームとシャシフレー 

ム外側取付ボルトのボ 
ルト頭中心

12” ラジアル
(145812) 286 土 12 281 士 12

12” ラジアル 
(1555肌及び14现12) 285 + 12(15581^12)

12” ラジアル
(135 95512)

299 士 12 294 ± 12

仕様
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サスペンション

圏構成部品

リヤサスペンション

ラパーシ—卜 [1し6 土1レ尽-！11

ヘルパ

アウタフツシユ

アジヤステインク 
ボルト

I
11 8 土 — 01

シヨックアブソーバ

+ 0.8 
XI 4一0.51^-〇1

アンダブッシュ

六部(み83車）

越8センサとトレーリングアームとは選択組合せによってギヤッブ調節をしてあるので

センサのみの交換はしないこと。（交換の場合はトレーリングアームとセツトで行うこと 〇
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ステアリング 

ホイール

舵 角

外径（酬）

最大回転数

内輪（度)

外輪（度)

車両最小回転半径（⑺）

形 式

糸/'& 合 ギ ア 比

使 用 グリ ー ス

全車(マニアル車.パワステ車)

0370

4.4

36° 251
十1 
一2

〇 3〇, 
3〇,

33° 1〇,
十1 
— 2

〇

〇
30, 
3〇,

3.9

ラック(&ピニオン

23

協同油脂ワンルー八30 
昭 石バリアント]VI 2

転舵角
外輪 内輪

^ 4-2」ステアリング

国主要諸元

-ギヤボツクスはコンスタントギヤレシオタイプ(0,610に全車統一した。

-ギヤボックスは従来のコンスタントギヤレシオタイブ(ギヤ比19.8)とバリアブルギヤレシオタイプ(ギヤ比

18.8〜22.7)の2種類から、コンスタントギヤレシオタイプ(ギヤ比23)の1種類とした。

-他3付車はブレーキマスタ7”化に対応しコラム八3货取付部のブラケット形状を変更した。

システ
ム 
ギア
ボ
ッ
クス
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4一3 ブレーキ

I仕様

-------- 主要諸元------ -----------------------

-仙3装着対応に伴い仕様を変更した

----------------------- --------------------------------—— 一般 車 八丑8装着車 |

フロント
ブレーキ

型 式
サポートレス.ベンチレーテッド 

ディスクブレーキ

ゲィスク有効径 （111111) 184

ディスク厚さX外径 （胍1) 18X221

ホイールシリンダ内径 （服） 51

パッド材質 レジンモールド（非アスベスト）

パッド寸法長さX幅X厚さ（腿） 86.1X36X9

ブレーキ調整法 自動調整 卜

リヤブレーキ

型 式
リーディング.トレーリング 

ドラムブレーキ

：^

ドラム内径 （111111) 180 -
ホイールシリンダ内径 （111111) 15.87…19.05) 15.87

ライニング材質 レジンモールド（非アスベスト）
^ ！

ライニング寸法長さ父幅父厚さ（卿） 172.7X30X4.4
一—

ブレーキ調整法 自動調整

パーキング
ブレーキ

型 式 機械式後二輪制動 —

マスタシリンダ

型 式 タンデム <—

シリンダ内径 （111111) 19.05 20.64

リザーバタンク型式 セミ，モイスチヤーシール付

リザーバタンク容量 （〇〇) 123 ^—

ブレーキブースタ

型 式 真空倍力式 ^—

倍 率 3.4 (踏力18.01 3.5 (踏力23.01

有効径 （丽） 152.4 177.8

制動力制御装置
浓プロボーシヨニング 

バルブ〇?バルブ）

ブレーキ配管方式 前後2系統 対角2系統

ブレーキ液（標準仕様）
スバルブレーキ 

フルード8 (00丁3)

※：サンサンルーフ付車（除フルタイム4界0)、— 0車
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八83装着車

82

-構造、作動

(2)ブレーキブースタ 

-変更内容

仙8装着車にはマスタシリンダの内径拡大に伴い 

7”サイズのブレーキブースタを採用し、操作感を 

確保した。

一般車

ブレーキ

〔1〕標準ブレーキ圓構造、作動

(1)マスタシリンダ ^

-変更内容

仙3装着車にはビストンカップの損傷を防止する 

ためポートレスタイプ（セカンダリ側）のマスタ 

シリンダを採用し内径も(¢>20.64に拡大した。

一般車

-̂-------------------------------------------

\ポートレス化

(

と

9

‘に

5
饺
擗
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アンチロックブレーキシステム（八已3) 概要

〔2〕アンチロックブレーキシステム（八83) 概要
八门1卜1〇(^ 已「3^6 37316^

沾8は急制動あるいは雪道等の滑り易い路面でも，車輪がロックせず，ステアリング操作による危険回避を可

4彻の

ユ

本システムは，4センサ. 2チヤンネル対角同時制御方式で，4輪に配置した車輪速度センサの信号をコンビ 

一夕（八88—丑011)で論理演算し，車輪がロックしそうな状況になった場合にクロス配管のそれぞれの系統に 

‘応した液圧制御用電磁バルブ（胃）を駆動し.，ブレーキの液圧を電子制御するシステムである。

く特徴〉

參

#

鲁

參

#

シンプルで小型化した2チャンネルのハイドロリックユニットを採用した。

ハイドロリックユニット（0/1；)はソ…エ〇車をベースに4…0専用とし？バルブの廃止，リレーボックスの 

分離を行い，小型軽量化を図ると同時に整備性を向上させた。

4^1^丁車八38作動時の朽協調制御を採用し，仙8の制御性を改良した。

4界〇瓦〇冗車は仙8作動時の協調制御を採用し，沾8の制御性を改良した。

仙3作動時のブレーキペダルの脈動を低減するため，オリフィスとチャンバを主構造とするダンピングユニ 

ットを内蔵した。

处8は4界0用として〇センサを装着し，エレクトロニックコントロールユニット（丑01；)も車体速度演算 

機能を強化した。

整備性向上のため，トラブルコード表示をインパネのウォーニングランプを流用して確認可能とした。

また，故障コードメモリーは不揮発性（イグニッシヨン〇卩卩しても消えない）を採用し，最大3個まで記11 

を可能とした。

さらに，油圧系の作動点検を容易化するため停止状態でマイコンの指令により順次作動させる。“シーケン

ス制御パターン”を採用した。

はョ，日011

ドラムブレーキ

卜ーンホイール
電磁ビックアップ

リヤ享輪速度センサ
ディスクブレーキ

電磁ピックアップ
ーンホイール

フロント車輪速センサ

実車レイアウト図
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闩闩センサ 
叩アース

ド卩センサ 
卩闩アース

〇しセンサ 
〇しアース

10 アース（電源）
之0アース（ソレノイド)

22
4

ドしセンサ 
尸しアース

13 6センサ

30し 
31ド

17

32

29
27

1丨電源

14
28

こV？

2

19

モータ監視 
モータリレー

リレー監視

バルブリレー監視

ウォーニングランプ 

バルブリレー

協調制御監視
ブレーキ3^

ドしソレノイドバルブ 

「闩ソレノイドバルブ

111

ストップランプ 
3/^1

ストップランプ

1900

チエツク離+

---------------------------——

一/し 八

--1
1

-/し - ―1\ ——

1-1 ^ -
八

アンチロックブレーキシステム システム図

システム図

4
 

6 
2
2

3
1 
8
9 

2
2
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アンチロックブレーキシステムー主要構成部品と機能，構造.作動 

I主要構成部品と機能

構成 部品 機 能
フロントスピードセンサ. 車輪速度を検出し，远011に入力する。

リヤスピードセンサ 車輪速度を検出し，瓦〇!；に入力する。

0センサ 車体の減速度を検出し，瓦〇ワに入力する0 (4界〇]車のみ装備）

ハイドロリックュニット 瓦〇口からの信号により各輪のブレーキ液圧をコントロールする。

み83—日〇じ

各センサからの信号を基にハイドロリックユニットの制御を行なう。

また，人88システムに故障が発生した場合，处8ウォーニングランプを点 

灯させると共に自己診断機能により故障部位および故障内容を表示する。

ウオーニングランプ ドライバに八53システムの異常を警告表示する。

EN\F^疋〇^丁コントロー ルユニット 沾3の瓦011からの信号を受け協調制御を実施する。

I構造づ乍動

-------- 車輪速度センサ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

^回転側として41枚の歯を刻んだトーンホイールを，前輪はハブ内面（ブレーキディスク取付面と反対側）に 

ボルト止めし，後輪はドライブシャフトの〇マ：外輪に圧入で取付けると共に固定側に電磁ピックアップを取 

り付け，これを対として車輪の回転状況を電気信号として検出し，に入力する。

蠢センサは内部に永久磁石とピックアップコイルを内蔵した構造である。フロントはトーンホイールの回転軸 

と平行に配置し，リヤはドラムブレーキ車への装着対応のため回転軸と直角方向に〇旧外輪取り付けとして 

配置した。
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#

前進方向で制動による車体減速度が一定値を越えると，〇センサ内部の水銀が慣性力で移動し，減速度の大 

小を瓦011に入力する，このことで低〆路の，4双！)車の4輪同時ロック傾向発生時の，過大な車体速度演算 

による車輪の早期ロックの発生を防止するものである。

水銀接点は2個直列に内葳され低減速度では接点

が〇が状態となっている 〇

運転席シート下に設置してある 〇

低6時 コネクタ

〇刖

高〇時

:]ネクタ

今し
1

ちふ

〇前

ブフケット

^ X 广 、故各」、よん〆
〇 、(3センサケース1 

下

アンチロックブレーキシステム 構造，作動

車輪速度センサ

車輪速度の検出は，車輪が回転する時，トーンホ

イールの歯面の凹凸により，ピックアッブのコイル

を透る磁束密度に変化が生じ，電磁謗導作用による 

電1±力が誘起されることを利用している。

このセンサー信号は交流で，車輪の回転速度に応 

じて周波数，起電力が変化するが，扨011の要求特性 

に適合している必要があり，図に示す出カレベルの 

基準範囲が設定されている。

た4^、メ朴

ケ
ー
ス
か
ら
外
し
た
状
態
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アンチロックブレーキシステム 構造，作動
—^晒助败1- 1̂111脈咖I的嫌嫌嘛，>№1丨 >11"丨删肌幽|^鼸^癟0

ハイドロリツクユニット（㈠/10

〈概要〉

# 本11/1；はクロス配管車の対角制御方式用ブレーキ液圧制御用ユニットである。

マスタシリンダのブライマリ側はホイールシリンダのぞ只，茲乙へ，セカンダリ側は頁レ只只に接続される配管 

の中間に本11/0は介送されてIゝる。すなわち1^/0のブライマリ配管は1度11/1；に入り，これを経て灰只ホイー 

ルシリンダおよびIIしホイールシリンダへ，またセカンダリは同様にホイールシリンダ，只只ホイールシリ 

ンダへ接続されている。

電動モータ焱ブラシジャンプ，ダンビングチャンバ，マグネットバルブ，リレー，コントロー ルバルブより

構成された液圧制御機器である。

尸 '...て，一.::： - ,

“..... ... … -… ハイドロリックユニット(㈠/リ)

I！ ！ ( ^ ―〇ハソ ノ\\^ —^ レ、/,'ハ寒 /
13

-….二. …，，讀4 ， ， ， V -- 黎^，，
ご：：:：：.‘，.:-":こ卜荔パ:-で:::二-'

,11囊 

^ :ン:::
醫 ''パ

\
8隨丁〇〇謝し
(削み)

題
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アンチロックブレーキシステム——構造.作動

〈㈠/リの主要構成部品〉

構成部品 機 能

電 動 モ ー タ 偏心カムを回転させ，ブランジャポンプを作動させる。

プランジャポンプ レザーパに送られたブレーキ液を掻き出し，心〇側へ戻す。

レザー バ ホイールシリンダ液力を緩め，一時的に蓄える。

ダンビングチャンバ
マスタシリンダへのキックバック低減のためにプランジャポン

プからの吐出圧力を低減する。絞り弁とこれに併設の圧力解放 

用リミットバルブ（？1^)およびダンピングチャンバにて構成

される（作動説明図参照)。

マグネッ トバルブ
ホイールシリンダ側とマスタシリンダ側およびレザーバ側のブ 

レーキ液圧回路を丑〇玎の指令により切り換える3ポジシヨンの 

電磁弁。

リレー

:バルブリレー)
1^1=1：モータリレーノ

巧〇1；の司令により，電動モータ（モータリレー）とマグネット 

バルブ（バルブリレー）へ電源を供給する。また万一故障が発 

生した際，電磁弁の電源を遮断し不作動状態（通常ブレーキ状 

態）とする。

〈作動〉

(1)通常ブレーキ時

參増圧モード〈IV[/Vの電流値： 〇ドド状態）

ブレーキペダルを踏むとマスタシリンダに発生した 

液圧は，訄/マ（電磁バルブ）に送られる。この時 

が"の電流は〇孖ド（非制御）状態であるから液圧は 

1^/7を自由に通る事ができ，ホイールシリンダに達 

しブレーキカが作用する。（ブレーキペダルを離す 

とこの逆にブレーキカは解放さる）

仙8制御中で車輪のスリップ状態が改善されると減 

圧保持状態から]の電流が〇卩孖の状態となり別〇

の压力を胃/0に戻しブレーキカを発生させる。また, 

フニールセーフが作動した時もの通電が断たれ 

本状態となる。

マスタシリンダ⑹八)

^/〇

通常ブレーキ時.増圧時の回路
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アンチロックブレーキシステム——構造.作動

(2) ^8作動時

，減圧モード（胃の電流値：全電流値）

ブレーキカの作用により車輪がロックしそうになり 

減圧が必要と瓦01；で論理判定し，司令を発生すると， 

IV[/Vに全電流（減圧電流）が通電され，皿…のイン 

レット.ポートは閉，アウトレットポートは開の状態 

となる。したがって，ホイールシリンダの液圧はア 

ウトレットポートを通り，レザーバに送られる。こ 

れによりブレーキカが緩められ車輪のロックが回避 

される。

以"が減圧状態に駆動されると同時にモータにも通 

電され，モータは回転を始める。このモータと偏心 

カムをもったべアリングは連結されているのでブラ 

ンジャポンプが作動を開始し，レザーパに送られた 

ブレーキ液はブランジャポンプによりダンパ室を通 

りマスタシリンダへ戻る。（ドライバーはブレーキ 

ペダルが押し戻される様に感じる。）なお，プラン 

ジャポンプからの吐出圧は大きく脈動しているがダ 

ンパ室を通すことでパルス的なキックバックを低減 

している。

-^保持モード〈IV[/Vの電流値：半電流値）

最適な液圧までホイールシリンダが減圧（あるいは 

増圧）されたと，远011が判断すると]V["に半電流が 

通電されインレットポート，アウトレットポートと 

もに閉の状態に保たれる。この時ホイールシリンダ 

側は調圧された液圧の状態，マスタシリンダ側はブ 

レーキペダルを踏んでいることで発生している液圧 

状態，リザーバ側は減圧信号発生によりブレーキ液 

を一時的に蓄えた状態と，それぞれ独立した液圧状 

態を保っている。

(この保持状態の時]\1斤の高い剛性によりドライバ 

一はブレーキペダルが固くなった様に感じる。）
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アンチロックブレーキシステム—^構造.作動

-------- エレクトロニックコントロールユニット(屈011)---------------------------------- ———------------------—— -----------

沾3の瓦011は、車輪速度センサにより検出した信号をデジタル信号に変換した後、他の入力信号とあわせ論 

理演算し、車輪の状況を判断し、ロックしそうな状況になったとき11/11に内蔵した電磁弁（撾/マ）を駆動し、 

減圧、保持、加圧（通常ブレーキ時と同じ）の3つの状態に液路を切り換えてホイールシリンダのブレーキ圧を 

コントロールし、車輪のロックを防ぐ電子制御ュニットである。又は远〇冗との協調制御を行うため信号 

のインタフェースを設けた。
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アンチロックブレーキシステム-—コントロールシステム

Iコントロールシステム

--------入出力制御-------------------------------------------------------------- -----------------------------------------------------------------------------------------

本瓦011は8ゎれマィコン2台で論理演算し，常に結果を相互比較する監視機能を有するほか，入出力信号に対

する自己診断機能を備え，万が一故障が発生した場合，ウォーニングランプを点灯し，通常ブレーキ状態（仙3

無車と同じ）とする。この時の故障情報は不揮発性のメモリーに取り込むので，後で故障コードを確認すること

ができる。主な，故障検出機能によるトラブルコード表とフェールセーフ対応を表1に示す。

更に今回油圧系の点検の容易化のためオンボードで実施可能なシーケンス制御パターンの発生機能を盛り込ん

だ。

〈入出力のブロック図を示す〉

巳〇ソ丁車

I- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

他はに0\/丁車と共通
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車輪速度

ム 時間
フレーキポイント

(1)人8 3制御の論理演算処理

4輪から検出した車輪速度信号をベースに車体速度 

および車体減速度を演算し，これと車輪速度を比較し

状況に応じて9/11のマグネットバルブ（^/ン）を加 

圧，保持減圧のいずれかに制御することでブレーキカ 

を調整する。

右図に示す様に急制動によりブレーキがロックしかか 

ると则\を保持モードに電流値を制御し，1^/0の 

圧力が谭/0に流入するのを阻止する。点）

さらにスリップが大きくなると从⑺を減圧モード 

に電流値を制御し，界/じの圧力を弛める。同時にモ 

ータリレーを駆動し，モータを作動させる。（⑤点） 

減圧により車輪速度が回復すると加圧〜保持をくり 

返しながら再び研70の圧力を増圧させる。点）

減压

以下これをくり返し，ドライバーがブレーキペダル 

の踏み込み力を下げマスタシリンダ圧を下げることで 

車輪がロックしなくなるか，または車両が停止するま 

でこの様に自動的に圧カコントロールをくり返す。

アンチロックブレーキシステムーコントロ ールシステム

& 〇 〇生丨丨細

速
度

1
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アンチロックブレーキシステムーコントロールシステム

------- 八日5制御------------------------------------------------------------------------------------------------------ :-----------------------

(2)故障検出とフエールセーフ対応

本システムでは丘01；白身の故障監視と外部構成部品の故障監視機能がある。

この迟〇〇の故障監視はイグニッションキーをオンとした時，お011内部でのセルフテストを行なった後，常

時続ける。

なお，五011がシステムの異常を検出すれば，八ルブリレーを〇ドドし，^/从の電源を遮断し通常ブレーキ 

状態とし，同時にウォーニングランプを点灯することでドライバーに異常を知らせます0また，故障コードを 

五01；は不揮発性メモリに記憶する。

⑶検定モードの発生

本丑〇じは決められた手順に従って操作した場合，各マグネットバルブ，各リレー，モータをシーケンス制御 

することができる。

従って，ブレーキテスタ上でこの“シーケンス制御パターン”を発生させることで油圧制御状態を制動力値 

として検定できる。
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マスタシリンダ圧 

吒圧(职⑻/〇圧) 

「只奴/〇圧(只し奴/〇圧)

減圧保持加圧 減圧保持加圧

2，制御終了条件

，①少なくとも1っの車輪速度が10ヒ11/11以上となった時（通常制御モード復帰）

② 乙端子がし〇界状態から開放（通常制御モード復帰）

③ X：端子がム〇评状態から開放（通常制御モード復帰）

④ シーケンス制御終了（冗端子がム〇界状態のままであれば通常制御モード復帰）

⑤ シーケンス制御中にブレーキペダルから足を離してブレーキランプ8/贾を〇孖孖した時

(通常制御モード復帰）

⑥ I段!キー8/% 0N直後で，仙8ウォーニングランプ消灯後0.536〇以内にブレーキランプ8/界の01^条件 

が無いとき（通常モード復帰）

キペダルを踏

アンチロックブレーキシステムーコントロールシステム

ム8 5制御

く八日5システム動作チェックシーケンス制御パターン〉

下記シーケンス制御でソレノイドバルブを駆動し，ブレーキテスタで動作チェックができる。
1,制御開始条件（下記条件をすべて満足した時）

① 全車輪速度が4—/11以下

② .ナェ;ックコネクタの〖端子，，乙端子とも10 3…01^1時より常にボデーアース状態

③ 10.. 3界0^時ブレーキランプ3界は〇ド卩（ブレーキペダルを踏んでいない）

④ 3^01^直後，ウォーニングランプ（点灯時間1.5秒)が消灯後，0.5秒以内にブレー 

み込み保持する。 (ブレーキペダルを踏み続けることでマスタ圧が発生し続ける。）

全車輪速度
テエックコネクタ
尺.端子

チェックコネクタ
し端子

10 3\7

八85ウォーニングランプ 

ブレーキランプ3…

「しマグネットバルブ

マグネットバルブ

〇ドド

0ド「

丨,5 1.0 2.0

1.5 1.4 1.4
一-............卜 〇问

モータリレ，

4加/卜以下(但し，シーケンス制御中は10加/卜以下)

アース(:

アースに

0！^

#
>
1

礴レ

ブ
レ
ー
キ
液
5

け
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アンチロックブレーキシステム----------------------------------------------------故障時のバックアップ機能
脚伽咖細，-尚咖嘯麵職⑽^"叫         卿，丨"1，1州⑽II，爹卿I，抑哪刪卿⑽"明和則,丨丨…川卿   卿，⑽,麵咖晒麵，「，ぼ冒剛『刪職"咖,，釀 一        .............................................................................................................................................................，- 丨丨丨|じ「1丁丨”「-丨て广“一 一一す丨丨丨丨丨丨丨丨丨一— 一丨11「-丨嘗「|一-“一 

驪故障時のバックアップ機能

—一一^セルフダイアグノー シス（自己診断）-------------------------------------------------------------- 一-------------------------------------

セルフダイアグノー シス機能により故障が検知されるとウォーニングランプが点灯しドライバーに故障の発生 

を知らせる。ウォーニングランプが点灯している時，仙8システムは作動せず通常ブレーキ状態となる。

なお，この故障情報はメモリクリアするまで記憶する。また，この情報は最大3個記憶することが可能でこれ 

以上の場合は最新の3個が記憶されている。

(1)コード呼び出し方法

%！！キー8/界を〇ゞ状態とし，芯011端子が0.30仏端子）より出されているチェックコネクタを〇忖〇に接続す 

るとインパネの168ウォーニングランプの駆動を表示モードに切換て点滅でコードを表示する情報はスタート 

コード（コード:[1)を表示後，故障情報を記憶していれば最新のものから順番に表示する（最長約5分間繰り返す）。 

なお，バルブリレーが作動不良の場合は表示できない。

コード表示例（コード21の場合）

II 2 I 1 I 点灯

1.0 〇
畴私.，

〇 0.9
^----------------^ 消灯

スタートコード トラブルコード2丨 繰り返し

トラブルコード表

コード丨 コード肉容 侧^ 1^ ~1— ド、！^!哀：

21 ，只センサ系異常（ハーネス断線有） 33 : 減/V系異常

22 ドぉセンサ系異常（ハーネス断線無） 39丨 IV[/ V系異常

23 ぞしセンサ系異常（ハーネス断線有） 41 远011異常

24 ぞムセンサ系異常（ハーネス断線無） 42 電源電圧低下

25 只只センサ系異常（ハーネス断線有） 44 協調制御回路異常

26 1111センサ系異常（ハーネス断線無） 51 マ权系異常（表示不可のモード有り〉

27 111センサ系異常（ハーネス断線有） 52 モータ，モータリレー系異常

28 11しセンサ系異常（ハーネス断線無） 54 ブレーキライトスイツチ系異常

29 センサ歯数異常 56
-——- ........................................................ ... ,,

〇センサ系異常（4界のみ）

31 ド只が7 V系異常

八83ウォーニングランプ
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アンチロツクブレーキシステムー故障時のバックアップ機能

セルフダイアグノーシス

(2)クリアメモリ

コード呼出後，チェックコネクタの端子を0X0レベルから開放し，この時から約12秒以内に0.2秒以上 

乙端子を〇”〇へ接続する動作を3回おこなって，弓丨き続き乙端子を0X0レベルから開放した時。

八83ウォーニングランプ

コード表不モ—广 メモリー消去モード

し端子
(^0ボデーアース

(チェックコネクタ) 0.2秒以上 0.2秒以上
，国 ^

㈣開放

.5秒

く八日5特有の注意事項〉

(1) 急ブレーキをかけたり，滑りやすい路面でブレーキをかけた時，3が作動するとモータとバルブの作動私
音が聞こえ，ペダルに脈動を感じたり車体やステアリングホイールに振動を感じることがある。

これは人83が正常に作動していることを示すものである。

(2) エンジン始動後，車速が6に達した時，静かな所ではエンジンルームより「ウィーン」というモータの 

作動音が聞こえる場合がある。これは人33の作動をチヱックしている音である。

(3) バッテリ電圧が低下した状態で，ブースタケーブルを使ってエンジンを始動した場合，一時的にウォーニン 

グランプが点灯する場合がある。これはバッテリの電压不足によるもので厶8 3システムの異常ではなく， 

ノぐンテリを充電してから走行すること0 (トラブルコード42を記憶する）

4 一 20



アンチロックブレーキシステムーー^車上点検

画整備要領（1)車上点検

エア抜き

ぐエア抜き作業手順〉

う。（4輪共）

(2)ペダルストロークを確認する。基準値内なら01^:。

くエア抜き順序〉

①前輪右側—後輪左側—前輪左側"^後輪右側

\ 後輪液圧バルブ
旭8付

ペタルスト〇— ク 踏力\\ 魅
/务、V

"ザ

南

(1X1111) 50^ 90 95 85

10^ 60 65 55

(3)チェックパターンに入れ、を作動させる。

ぐ参考〉

チェック端子コネクタ、2糊、をアースに落とす。

(4)ペダルストロークを確認する。

⑸ストロークが伸びた場合(1)に戻り、再度エアーぬ 

きを行う。

(6)ストロークが基擊値の場合終广。
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アンチロックブレーキシステム 前輪速度センサ

(2)前輪速度センサ

点検，調整，脱着

く廉検18調整〉

(1) ディスクロータを取外し、トーンホイールとスピ 

ードセンサ歯面の傷付きを全周にわたり点検する。

(2) 卜ーンホイールとスヒードセンサのギャップを全

周にわたり点検する。

ギヤップ標準値焱寸法（11皿） 0,5〜1.2

不良の場合、スピードセンサまたはトーンホイ

ルを新品に交換する。又はセンサ出力を点検する。 

く注記〉センサの出力点検は、トラブルシューテイ 

ングの項を参!！のこと0 

く取外し〉

スピードセンサの取舛し。

⑴ボディハーネスからコネクタをタトす。（1民〇!共）

(2) カバーフロントホイールからコネクタを外す。（11！) 

バキュ^ー ムホースからコネクタを外す。(1111)

(3) シャシフレームからセンサブラケット1^16ナット 

を外す3 (只11，111)

き、.靜

(4)センサをハウジングに締付けている減8ボルトを外

しセンサをハウジング部より取出す。（只5山0共)

⑸ハウジングとストラットを共締めしている^110ボ 

ルトを外し、センサブラケットを取外す。 

赃证共）

く取付け〉

取り外しと逆順序で取付けるが次の項目に注意すること。

(1)スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形状が異

なる 〇

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上のマー

キング（線色）により点検する0 (只0:白，111：黄）

(3) ハンドルを左右に転舵した際、ハーネスが引張ら 

れていないか、さらにハーネスがタイヤサスペン 

シヨンまたはボデーと接触しないか点検する。

广

上

トーンホイール

外

センサ

%

^^1

ストラットと共締めのは取付時ストラット

に対し傾かないこと 〇
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アンチロックブレーキシステムー後輪速度センサ

⑶後輪速度センサ

I--------^検-調整篇脱着------------- --------- ------------

I く点検-調整〉
(1) トーンホイールとスピードセンサ歯面の傷付きを 

全周にわたり点検する。

(2) トーンホイールとスピードセンサのギヤッブを全 

周にわたり点検する。又、センサ出力を点検する。

ギヤップ標準値八寸法(111111) 0.5〜1.2

不良の場合、スピードセンサまたはリヤドライブ 

灰3既を新品に交換する。

く注記〉センサの出力電圧測定は、トラブルシュー 

テイングの項を参照のこと。

く取外し〉

(1) ボデイハーネスからコネクタを外す。（茲只，!!!）

(2) 水管611X1とハンドブレーキケーブルを共締の 

減8ボルトを夕、し、センサ:611^をダ^す。（只只）

(3) フューエルフイルタ取付スクリュ^16ナット（ 2 

ケ所）を緩め、センタ6只冗1^を横にスライドさせ 

外す。㈣)

(4) トレアーム上のハンドブレーキと共締め部 

及びブレーキホース；6只1^1との共締め部を外しセ 

ンサを取外す。

(5)センサ取付ボルト（撾8)を夕もし、センサを 

から抜き取る。

ぐ取付け〉

取り外しと逆順序で取付けるが次の項目に注意すること。

(1) スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形状が異なる0

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上のマー

キング（線色）により点検する。（只8:白，111:黄〉
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アンチロックブレーキシステム ハイドロリックユニッ

⑷ハイドロリックユニットII構成部品

7,4±2,0 
〔0,75±0‘2〕

シー ？ヽ帥 7,4±2,0
〔0,75±0,2〕

8町置し 
㈠ん八
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アンチロックブレーキシステム------- ハイドロリックュニット

脱着

ぐ取外し〉

⑴バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) 車両をリフトアップし、フロントタイヤ㈤お）を外す。

(3) ストラツトタワー部のダストカバー（スクリュリ

ベット2ケ所）をタトす 〇

(4) 11/1；本体コネクタ〜リレーボックス間と車両側ハ

ーネス〜リレーボックス間のコネクタ結合を分離

する。（4ケ戸斤）

(5)リレーボックス取付フランジナット（2ケ所）を外し、

タイヤハウス側よりリレーボックス灰837を取出す 0

リレーボックス取付 
フランジナット（2ケ所)

この2ケ所のネジを外すこ 
とで㈠/〇を車両から取外す 
ことが可能0

(6) 11/1；本体取付け部のブレーキパイプ（6本）を外す。 

各パイブ取付け位置が判かる様に、マーキングをしておくこと

厂

0

(7)班1冗7 1170仏)と(6)を止めている]^6ボルト、皿6 

ナツトを外す。（下図参照）
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アンチロックブレーキシステム-------ハイドロリックュニット

一—脱着 ^^----------------------------------一一--------------------------------------------------------------------------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

(8) 冗7！1(焱）とシャシフレームを止めているフ 

ロント（只0)の減6ボルト（アース共締め部）を外 

す0

(9) 車両ハーネスのクリップを外し、横にずらす様に 

して下方へ下げる。

⑽0/11本体を車両前方に傾ける様にしながらパイプを 

曲げないようにして、タイヤハウス側より取出す。

く取付け〉

取外しの逆順序で行う

》王意

，ブレーキバイブ配列をまちがえぬこと。 

-取付後は必ずエア抜きを行うこと。
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アンチロックフレーキシステム——瓦011，0センサ

⑸日011
——着^--------------------------------一——一一一^

ぐ点検〉

(1) 尻〇!；取付のガタ、コネクタのロック状態を点検 

する。

(2) トラブルコードメモリを点検する。

ぐ取外し〉

(1) バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) リヤシート下のカーペットをはがし、カバーの取付タッピ 

ングスクリュ（3本)、スクリュリベット（1本）を外す0

(3) 众38瓦01；と丑只仄!1を取付けている撾6ナット

(2ケ所）を外す。

(4)仙3瓦011をバルブ内より取り出し、ハーネスコ

ネクタ部を外す。

ぐ取付け〉

取外しの逆順序で行う。

途意

コネクタ部を確実に組み付け、またハーネスが 

かみ込まないように引きまわしを行うこと。

⑹（3センサ（4-0，“丁車のみ）
一一脱着一一一一———~~一一一一一

く取外し〉
⑴バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) 運転席側のシートをおこし、カーペットをはが 

す0

(3) ハーネスコネクタを外し、6センサ取付ナット

(2ケ所)を取外す。

ぐ点検〉
(1) 〇センサのハーネスコネクタにテスタ棒を接続

し、傾斜部に〇センサを置き、〇センサの作動を 

点検する。 -

水卞

(3センサ状態 端子間抵抗値
水平 610±600

0=14。〜21°傾けた時 610—10010以上

注意

-前進方向に傾むけた時のみ作動する。

ぐ取付け〉

取外しの逆順序で行う。

注意
〇センサには方向性がある（矢印方向を前）の 

で違わないこと。
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アンチロックブレーキシステム ブレーキホース8^パイプ

(7)ブレーキホース6^パイプ

脱着

ぐ脱着後の点検〉

-ブレーキホースに異常なねじれおよび張り過ぎがな 

いか点検する0

-ハンドルをいっぱい左右に切った際ブレーキホース 

がボデー、サスペンションまたはタイヤ公ホイー

ルと接触していないか点検する

ブレーキパイプ八33 丫ド

=1ネクタ

クランプ

クランプ
+0.3

クランプ

コネクタ2似丫

ユニオンボル

ブレーキパイプ八33丫闩
ガスケッ

丁 ：締付トルク妓.を示す。
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アンチロックブレーキシステム——電子制御トラブルシューティング準備品

国電子制御トフブルシューアインク準備品

トラブルシューテイング時

各部測定用

計

サーキットテスタ サーキットテスタ

(アナログタイプ） （デジタルタイプ)
テストリード線 
ワニロクリップ

トラブルシューテイング日寺 

波形の点検

オシロスコープ 

プローブ 

ア—スリ—ド

電線の切断 

被覆の皮むき 

端子の圧着

ターミナル圧着ペンチ

ェ 具----------------------------------------------------------------------------------------------

各部の配線の点検

クリップコード

フレアナットレンチ ブレーキパイプの鼪着
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電子制御トフブルシューティンク トラブルシューティングのステップ

国電子制御トラブルシューティング（りトラブルシューティングのステップ

⑵ 基本点検
9
31

\7

(3) 自己診断 33

7ふ く

⑸ぽぱ 37 (6) 不具合現象户 
に基づく点検88

ステップ1

不具合の発生条件，環境を十分聴取し， 

発生している事実を確認する。

メモリされているトラブルコードは全て 

読み取り，記録する。

ステップ2

現象確認，基本点検をして不具合状況を 

把握する。

ステッフ。3

自己診断機能およびブレーキテスタに 

よる故障診断により発生原因を区別する。

ステップ4

診断結果を整理し，トラブルシューティ 

ング点検要領に従い，系統だてて点検. 

整備する。

ステップ5

点検，整備終了後，不具合が再発しない 

か確認テストする。シーケンス制御モー 

ドも活用する。

ど再現性が乏しい不具合の場合，再現、 
\時の条件，環境で確認テストする)

ステップ6

必ずクリアメモリを実施する 
^肖去しないと電源を切ってもトラブ
、ルコードはメモリされている
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電子制御トラブルシューティングーー基本点検

(2)基本点検
“一…““一…............ 一….一—— 刚刪酬酬耐”麵瞧獅,酬酬晒II麵 川”酬州麵IV酬^^麵叩抑讎職,；㈣卿臓7㈣鍾"川切…叫獅嶋觀卿

⑴電源点検

バッテリ電圧が低いと正確な自己診断ができ 

ないので，まずパッテリ電圧，比重を測定する。 

①パ’ッテリ電圧，比重測定

へ..:へ-.、、.〕.]"V \ 'て'..'ペ. '，ぐ.:.:

暴學讎ス
が〔くボ名べ:.贷我(於を4

バッテリ電压 12ソ以上

比重 1.26

⑷引きずり点検

① 車両リフトアップ

② ブレーキペダルを数回踏み込んだ後，タイヤ 

を手で回し，引きずりが無いか点検

基攀：タイ中が軽く回れば正常

(5)ブレーキパッド，ロータ点検

(^) ヒュー'ス，’ヽー^不ス， コネクタの接続状態，ア 

ース締付状態点検

⑵ブレーキフルードレベル点検

か^ ”ク内の液量が規定の範囲内にぁる

基擊鏡:
上限(1\^乂)〜下限(隨⑷聞にあれ 

ば正常

⑶ブレーキフルード漏れ点検

車両リフトアップ，ブレーキシステムからの 

ブレーキフルード漏れを床上，床下から点検

:::基準』もれ，にじみがないこと

① ホイール取り外し

② ブレーキ’パッドを取り外し，パッドおよび口

一夕に油の付着，損傷，異常摩耗がないか点検
|：基準〔油の付着，異常摩耗がないこと]

⑹タイヤ仕様，摩耗，空気圧点検

① タイヤ仕様は標準のものがついているか点検

② タイヤトレッドに異常摩耗がないか点検

③ タイヤ空気压ほ規定値か点検

【技/1

タイヤサイス''
軽積載

前輪 後輪

5,00-12~4？尺細 1.8 2.2

1451112册尺 1.8 22

1458尺12 2.0 2,0

155紐12 1.8 2.0

135/95812 79/771X7 1,8 2.2

〈注記〉軽積載とは2名十100岵以下の時である

タイヤサイズ
定積載

前輪 後輪

5皿24衝6卩只 22 3.0

145尺124？只 22 3.0

145側2 2.2 2.2

1553812 21) 2.2

135/95^12 79/77111 2.0 | 3,0

4—31



電芋制御トラブルシューティングーー基本点検

⑺丑011コネクタ分解手順

ぢ〇!；コネクタ部で電圧測定，抵抗測定，出力波形 

点検などを行う時は，丘011コネクタを分解してから 

丑011と結合，または分離し，ハーネス側からテスタ 

棒を差込むこと。

くコネクタ分解方法〉

⑴③の部分を押しながらコネクタを外す。

(2)②の部分のスクリュを外す。

⑶③のゴムブーツをハーネス側にずらす。

⑷@のカバーを矢印方向にスライドして外す。
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電子制御トラブルシューティング——自己診断

(3)自己診断

トラブル発生をお011の自己診断機能により検知した時はトラブルコードを最大3個記憶している。3個を超え 

た場合は，最新の3個が記憶されている。（クリアメモリするまで記憶している）トラブルコードは下記操作を行 

うことで八83ウォーニングランプをトラブルコード表示モードに切換えて表示する。

圓トラブルコード呼び出し

(1)インパネ下のチェックコネクタ（2極）の端子2をアースに落とす。

⑵10 3涿〇〜

⑶八83ウォーニングランプがスタートコード（コード11)表示後，トラブルコードを記憶していれば最新のもの 

から順番に表示する。（最長約5分間繰り返す）なお，バルブリレー作動不良の場合は表示できない。

(11/11からバルブリレーを外して呼び出す）

トラブルコード

表示例 

(21の場合）

点灯

消灯

10 10

1,0秒 0‘3 0,3

スタートコードII

0.9秒 1.0秒

トラブルコード21

10

繰り返し

注意.

チェックコネクタがアースに落ちていない場合，通常の球切れチェックモード（10 3界〇汉で1,5秒

後消灯）となる 〇

參バルブリレー作動不良時はノーマルクローズ側接点によりウオ ングランブ駆動回路系が構成さ

れるため点灯のままとなる時がある。
1011が何らかの理由で作動できないとき（例えばヒューズ切れ）バルブリレーが作動しないので，
同様に点灯のままとなる。

修理完了後はクリアメモリを必ず実施すること。また，クリアメモリ後はスタートコード11”の

みであることも必ず確認する 0
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電子制御トラブルシューティング-------トラブルコードー覧

⑷トラブルコードー覧
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電子制御トフブルシューテインク-------トラブルコードー覧

トラブル

コード
八巳3ウォーニングランプ点滅状態 異常箇所および内容

41
11

1\

V 1|

1
日〇11内部異常

42
\

1 I

2

4 V V 1
電源電圧低下

44
4 11

協調制御回路系異常

51
5 1

"1 バルブリレー系

52
し0 V

5

V VI

2气1 モータおよびモータリレー

54
V

5 41 严
9^ IV VI V 1^009

ブレーキスイッチ系

56
V

5 6，^ ^ IV 円严

V V 11^ V
6センサ系異常

異常コード 上記外（含む出力せず）
ランプ駆動回路系 

£01}-し端子入力回路系
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電子制御トラブルシューテイング-------トラブルコードに基づく点検

⑸トラブルコードに基づく点検

トラブルコードなし ウォーニングランプ点灯せず
馨

？ 38

トラブルコードなし ウォーニングランプ点灯したまま ？ 42

トラブル]—ド21，23 車輪速度セノサ系異常

25, 27 (断線あり，または入力電圧過大）
^------------------

I3 46

,—ーリレ—ド22, 24 車輪速度センサ系異常

26, 28 (断線なし）
^-- ———---------- -

？ 50

トラブルコード29 センサ異常 ？ 54

トラブルコード31，33，39マグネットバルブ異常 ？ 56

し-% ^ 41 巳〇リ内部異常
トフフルコート

42 電源電圧低下
户60

トラブルコード44 協調制御回路系異常 ？ 64

トフブルコード51 ノくルブリレー系異常 ？ 66

トフブルコード52 モータおよびモータリレー ^ 72

トフブルコード54 ブレーキスイッチ系 ？ 78

トフブルコード56 0センサ系 户80

、 コード出力せず
トラブルコードなし

(異常コード出力する）
？ 84
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トラブルコードに基づく点、検-------ウォーニングランプ点灯せず

点横手順

※鲁念のためチェックコネクタの端子2をアースに落し，スタートコード“11”が出るか確認する。 

スダートコードが確認できた時は，一時的な接触不良の可能性大 

#ウォーニングランプの駆動回路は，6011側からの駆動と0/11側からの駆動の2系統ある。 

点灯しない場合は両系統の電源側不良の可能性が高い。
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トラブルコードに基づく点、検一ーウォーニングランプ点灯せず

コンビネーションメータ 

(「40^) (^500

6 丫 0 丫163\^
〇 〇

N71)
5 5

血
2013

£01}

29

10
史50多

回路図

8八11

5 4 3 2 1

12 11 10 9 8 7 6

じ じ

1 2 3 1 ！ 4 5

6 7 8 9 10 11 12
0

18 17 1¢)165 V1 13 12と11 1〔)9 8 7 6 5 4 3 2 1

|35 34 :33 32 31 30 :29 :28 :27 26 25 24 23 22 21:20 19史50自
3 2 1

6 5 4

9 8 7

(^4〇|) (^509)
―1

リ
ヤ
ハ
ー
ネ

ス

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス

8

6

21

13246859

—
/ 
II
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トラブルコードに基づく点検——ウォーニングランプ点灯せず
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トラブルコードに基づく点検——ウォーニングランプ点灯せず
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トラブルコードに基づく点検—ウオーニングランプ点灯したまま

点検手順

^^鲁正常時は10 3^ で1.5秒点灯後消灯する。10 3界〇1^時501；に電源が入力されないとバルブリレー

も作動しないので只/11側のウォーニングランプ点灯回路側は駆動状態のままとなり，点灯したままに 

なる。また，バルブリレーおよびバルブリレー駆動回路が故障しても同様に点灯のままとなるが，バル 

,ブリレーを11/1；からはずせばコード表示が可能となる。

#10 5^ で八53システム動作点検（シーケンス制御モード）で不良が発生した時は点灯したままにな

る。この時確実にチヱック端子でトラブルコード表示モードに切換えられれば点滅する。

各作業は確実に行うこと。
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/コードに基づく点検 ウオーニングランプ点灯したまま

フロントハーネス 
リヤハーネス

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

トラブ儿

回路図

6 5 4 3 2 1

12 11 10 9 8 7

16
1

15 14 13

1 2 3|~14 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16
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トラブルコードに基づく点検------ ウォーニングランプ点灯したまま

ウオーニングランプ点灯状態点検

(^507)

(1) 八63チェックコネクタ11507の端子2をボデーア

ース

(2) 10 8^ 01^1でウォーニンダランブの点灯状態点検

基準 トラブル3— ドを出力している

バルブリレー分離後点灯状態点検

分⑴リレーボックスカバーを分離し，バルフリレ~

離

(2)八；88チェックコネクタ11507の端子2をボデーア

ース

⑶〇がでウォーニングランプの点灯状態点検

基準； トラブルコードを出力している

バルブリレー，巳011分離後点灯状態点
検

^^3

£00コネクタ

(1)囝の状態からさらに瓦011コネクタ11503分離 

⑵10 3评〇がでウォーニンダランブの点灯状態点検

基準 消灯したまま

4 ！バルブリレー駆動回路電圧測定

(5^

脅雜 I ！ ！
615:41

〇す㊉

(1) 〇/11コネクタ11505分離氓011側結合）

(2) ボデー側11505コネクタの端子5 (十），9(—) 

にテスタ接続

(3) 10 8界0ぉで電圧測定

コネクタ各端子 漏竣纖鐵
贈5 — 5〜9

(十）㈠ バッテリ電圧

〆、

/^^
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トラブルコードに基づく点検 ウォーニングランプ点灯したまま

5 バルブリレー作動点検

⑴バルブリレー各端子間導通点検

XIII ^哪子 漏^^
30〜873 導通あり

30〜87 導通なし

873 87

へ

⑵バルブリレーの端子86にバッテリの十，85に一接

続

⑶接続後の各端子間の導通点検

端子 基维値
30〜873 導通なし
30〜87 導通あり

6 【0り電源電圧測定

(0503)

㊀V㊉

9^

118(!/ 16 1？；1^1 12！ 12！ 1 I 10 9 8 7 6 5 4 3 2 11
|35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 22 22 21 2〔 19

(1)茲01；コネクタのカバーをはずし

⑵コネクタ結合したまま端子17 (十），10 (—）間に 

テスタ接続

⑶10 3, 〇]^でリレー電源電圧測定

コネクタる端子 麟:^纖毅ぢ:凝^^箱
円503— 17〜10

(十）㈠ バッテリ電圧

7 日〇リ入力電源，㈠/リアース点検

(1)丑011コネクタ11503分離

⑵ボデー側11503コネクタの端子1(牛），10(—)間

にテスタ接続

コネクタふ端子
；ン：‘扣：〇：ウン:ウ:テ:シ:從

:十::故:::級％

卩503— 1〜10
⑷㈠ バッテリ電圧
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード21，23，25，27

^トラプルコード 21，23 
25, 27

点検手順|

車輪速度センサ系異常 
(断線あり，または入力電圧過大)

き車輪速度センサは足廻りに装着されており，静止状態で正常でもサスペンションが動いたり，転舵時 

などハーネス屈曲時に断線モードとなる場合もあり，点検時にはコネクタ，ハーネスを振って入念に 

調べる。

鲁再現性の乏しい故障の場合，安易な迟011交換では再発する場合もある。特に，コネクタ接触不良によ 

る場合，点検のためのコネクタ脱着だけで直っていることもあり，点検を慎重に行うと同時に安易な 

部品交換は避ける。

，静止状態では故障部位が特定できず，トラブルコードはメモリされない。一度走行してセンサ信号を 

入力させ，部位を測定する。

鲁抵抗値を測定して基準値を満たしている場合，センサの入力電圧過大の可能性がある。センサの出力 

点検を丹念にオシロスコープで行うこと。
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード21, 23, 25, 27

回路図

センサー只/闩 センサー闩/し

(^50^)

1 2 1 2

フロントハーネス リヤハーネス

(^501)

8

¢405)

センサード/し

(050^)
(^5〇|)

センサード/円

(^406) (§509) ㈧

10 10 V
し9 9
㈧

- 〇
し

9
8

26
24
22
4

23
21

£0じ

181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3 21

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

4—47



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

18 17 16 15 14 13 12 丨丨 丨〇| 9 8 7 6 5 4 3 2 ||
35 3^1 32 32 31 3〔12？ 25 27 24 23 22 21 20 丨9丨

(^1503)

(1)迟01；コネクタ11503分離 

⑵只503コネクタの該当端子間の抵抗測定

トラブルコード コネクタふ端子

21 卩503—21〜23

23 「503— 4〜22

25 8503—24〜26

27 ^503- 8〜9

0.8

1.3X0

2 センサ単体点検

(^50？) (8.10センサ側

3 センサ単体の出力電圧測定

|)8 1 7 16 15 1 4 13 1 2 11 1〇| 9 8 7 (5 5 4 3 \リ1
|35 34 32 32 31 30 29 28 27 26 2 5 24 23 22 21 20 丨91

(1) 丑〇1；コネクタのカバーをはずす

(2) 只503コネクタの該当端子間にオシロスコープ接 

続

⑶車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

⑷エンジン始動し，4〜51^/11程度で走行し，出力 

波形点検

トフブルコード

21 円503—21〜23

23 卩503— 4〜22

25 1=1503—24〜26

27 闩503 — 8〜9

〈出力波形〉

(1)センサコネクタ分離

(2)センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

トフづルコード コネクタる端子
於:，:：.：.:.:級:!::::::％

21 1=1502―1〜2
0.8

1

1.3⑽

23 ド405―1〜2

25 闩500—1〜2

27 闩501—1〜2
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード21，23，25，27

4 センサ.トーンホイール損傷，および 
スキ間点検

く損傷，異物の付着点検〉

⑴ホイール取外し（フロントのみ）

(2) ディスクロータとハブ分離（フロントのみ）

(3) 車輪速度センサとトーンホイールに損傷および異 

物の付着がないか点検

(4) 車輪速度センサハーネスの被覆に損傷がないか点 

検

⑸コネクタ，クランプ，取付ブラケット，フロント 

ダストカバーおよび遮熱板の変形，損傷，リヤダス 

トカバーの変彩，異物の堆積，損傷を点検

フロント側 ギャップ

ギャップ

(1)ハブを回転し，スピードセンサとトーンホイール 

全周のスキ間点検

资レ-:奴班級:級:!:效％:好

フロント： 0.5〜1.2咖

リ ヤ： 0.5〜1.2關

5 已〇リ〜センサ間ハーネス，コネクタ点
検

18 \1 1¢；15；1^1 13 12 1 1 1〔 9 8 7 6 5 4 3 2 1
35 34 33 32 31 ：？0 ？9 28 11 26 ？3 22 ？1 10 19

(0503)

㊀
〇

V ㊉
〇

(1) 只01；コネクタ，センサコネクタ結合

(2) 只503コネクタの端子にテスタ接続 

⑶10 3界〇Xで電圧測定

トフブルコード 游欲裕餘欲:你猫ぬ欲％成::％:::::夕級秘^%^级：
21 闩503—23(+)〜21(—）

23 闩503—22(十)〜4 (一）

25 闩503-24 (十）〜26 (—）

27 闩503— 8 (十)〜9 (一）

基準値 0 V
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード22，24，26，28

点検手順|

中急に速度信号がなくなった場合に発生する。
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード22，24，26，28

17 16 15 1^1 13 12 II 10 9 ？3 7|6 5丨4 3 2マ
135134 :33 :32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22121120

(^503)

9

(
〇 〇

(1) 丑〇リコネクタ11503のカバーをはずす

(2) 只503コネクタの該当端子間にオシロスコープ接 

続

⑶車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

(4)エンジン始動し，4〜51011/ヒ程度で走行し，出力 

波形点検（4輪全てを測定し，異常を比較）

(1)瓦011コネクタぉ503を確実に結合 

⑵実走行する

⑶自己診断実施，トラブルコードの出力確認

薩準 同じトラブルコードが 
出力されていること

1〇
—じ

(0502) 

0=405^ 

(^500^ 

(0501)

(ド.幻
(卜し)

尺)
(卜し)

トラブルコード

22 幵503—21〜23

24 闩503— 4〜22

26 卩503—24〜26

28 闩503— 8〜9

く出力波形〉

⑴センサコネクタ分離

⑵センサ側コネクタ端子間にオシロスコープ接続 

⑶車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

⑷エンジン始動し，4〜5 -/11程度で走行し，出力 

波形点検

トラブルコード

22 卩502— 1〜2

24 「405— 1〜2

26 円500—1〜2

28 1=1501-1〜2

〈出力波形〉
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード22, 24, 26，28

4 センサ，I 
スキ間点検

ーンホイール損傷，および

く損傷，異物の付着点検〉

(1)ホイール取外し（フロントのみ）

⑵ディスクロータとハブ分離（フロントのみ）

⑶スピードセンサとトーンホイールに損傷および異 

物の付着がないか点検

⑷スピードセンサハーネスの被覆に損傷がないか点

検

(5)コネクタ，クランプ，取付ブラケット，フロント 

ダストカバーおよび遮熱板の変彩，損傷，リヤダス 

トカバーの変形，異物の堆積，損傷を点検

フロント側 ギャップ

ギャップ

(1)ハブを回転し，スピードセンサとトーンホイール 

全周のスキ間点検
凝^;:欲欲

編 フロント： 0.5〜1.2隱1

リ ヤ： 0.5〜1.2咖
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード29

トラブルコード29 , センサ.歯数異常

点検手順

注意 脱輪により長時間タイヤを空転させた場合，スピードメータ検査時のジャッキアップ走行，吊り上げ

けん引，長時間のフル転舵旋回，空気圧不良などで長時間連続させると発生することがある。 

従って，丹念に状況を問診して状況を確認し判断する必要がある。

安易な部品交換では再発する可能性もある。真の原因を確認して処置すること。

く 一-4)

回路図は尸.47に同じ
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トフブルコードに基づく点検 トフブルコード29

① タイヤ仕様は標準のものがついているか点検

② タイヤトレッドに異常摩耗がないか点検

③ タイヤ空気压は規定値か点検

タイヤサイズ
軽積載

則輪 後輪

5.00尺 1.8 2.2

1做12-6？尺 1.8 2.2

1453尺12 2.0 2.0

155紐12 1.8 2.0

135/951^12 79/77^ 1.8 22

〈注記〉軽積載とは2名十1001¢2以下の時である。

タイヤサイズ
定積載

前輪 後輪

5.00：24？1^6？尺 2.2 3.0

145^12-6？^ 2.2 3.0

1455尺12 2.2 2.2

155册12 2.0 2.2

135/95尺12 79/7711： 2.0 3.0

丨8 17 16:1 =；1^1 12！ 12 II 1〔 9 8 7 6 5 4 3 2 1
|35 :34 33 32 31 30 19 28 11 ？6 25 24 23 22 21 20 |91

(0503)

(1) 瓦〇じコネクタ11503のカバーをはずす

(2) 只503コネクタの該当端子間にオシロスコープ接 

続

(3) 車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

⑷エンジン始動し，4〜5-/11程度で走行し出力 

波形点検。（4輪全てを測定し，異常を比較）

車輪速度センサ位置 コネクタる端子

ド，阳 ^503-21-23

汗，し㈠ 8503— 4〜22

1=1 - 01-1 卩503—24〜26

…し㈠ 1=1503- 8〜9

〈出力波形〉
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トラブルコードに基づく点検 ，トラブルコード31，33，39

(^5〇|)
3 2 1
6 5 4
9 8 7

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード31，33，39

1 E0L)端子でのバルブ点検

,17 1 6 15 14113 )2|1 ！ 1〇|9 817 65 5卜1 3 >2 I 1
|35 34 33|22 31"¢ 29 28 27126125 24 23122 2戚！

(〇5^) I1 「

一晒，，議咖請，，刪，，ベ3 0」
ド1 1

(1)£01；コネクタ11503分離 

⑵11503コネクタの該当端子間の抵抗測定

バルブ コネクタ&端子
似:《奴必㈣ス滅み欲^^^

國
:十:.:^^沿:松：^ぐ淡欲併欲

バルブ 1503—19〜32 約10
(相互で差が 

ないこと）尸しバルブ 円503— 2〜32

2 ㈠/〇端子でのバルブ点検

3 ㈠/〇本体でのバルブ点検

(1)只/!!本体9極コネクタ，2極コネクタ分離

⑵只/!；本体9極コネクタ該当端子間抵抗測定

㈠/〇本体コネクタ

1 2 3
4 5 6
7 8 9

！

1.........

1

.........」0

バルブ コネクタる端子
ふこ，4、X‘〆，：备レン、ンみゞ《、、ベ、〆：〆，、、命ノべゞ，

鱷圓圓圓

「卩バルブ ㈠/11本体9極一 2〜4 約10 
(相互で差が 

ないこと）尸しバルブ ㈠/〇本体9極一3〜4

(1) 11/1； 9極コネクタ11505分離

(2) 11505コネクタの該当端子間の抵抗測定

バルブ コネクタ象端子 叙激:緣驗纖級

バルブ 鬧5- 2〜4 約10
(相互で差が 

ないこと）ドしバルブ ？1505- 3〜4
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トラブルコードに基づく点検------ トラブルコード31，33，39

4 日011コネクタ側でのハーネス点検

(18|1？ 161151リ ！3 12 I I 1〇|9丨 8 ？|6 5| 4！3 1\ I |
|35 34 33 32 3！ 30 29 28|27 26 25 24 2312212！ 1〇ゅ厂

(1)！011コネクタ11503, 11/1； 9極コネクタ11505分

離

(2)1505該当端子間の導通点検

バルブ コネクタ^端子

ド㊆バルブ 闩503-19〜20
導通なし

ドしバルブ ^503- 2〜20

5 ㈠/リコネクタ側でのハーネス点検

6 バルブ絶縁点検

(1)抗505コネクタ分離

(2) 8/11本体9極コネクタ該当端子〜ボディ間の抵 

抗測定

1 2 3
4 5 6
7 8 9

バルブ コネクタ8端子

「只バルブ ㈠/11本体9極一2〜ボディ

「しバルブ ㈠/〇本体9極一3〜ボディ
導通なし

(1)1011コネクタ11503, 11/119極コネクタ11505分
嫌

(2)ボデー側1505 9極コネクタの該当端子間の導通 

占棒"ハ“ I入

バルブ コネクタる端子

ド只バルブ 0505—2〜ボディ
導通なし

バルブ 8505—3〜ボディ

4 一 58



4-59



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード41, 42

トラブルコード
41
42

^〇リ内部異常 
電源電圧低下

——点検手順-------------------------------------------------------

國トラブルコード41……五011内部異常なので迟〇リ交換 

國トラブルコード42

4,60



トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード42

回路図

(550$

3 2 1

6 5 4

9 8 7
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード42
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

4 バルブリレー作動点検

873 87

立
〇 〇

(1)バルブリレー各端子間導通点検

端子

30〜873 導通あり

30〜87 導通なし

⑵バルブリレーの端子86(㊉），85(㊀）にバッテリ 

接続

⑶接続後の各端子間の導通点検

端子

30〜873 導通なし.

30〜87 導通あり
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44

トラブルコード44 協調制御回路系異常

点検手順
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トラブルコードに基づく点検一—トラブルコード44

モニター電圧点検

16$17，16 15114.13 12 111 0 9 8 7 6 5 4 3 2 1
(35：34：13：12：31 30 29 1217 26：25！？4 23：22：21 20 -19

(^503^

@ V @

(1)瓦〇リコネクタ11503を一度はずし，スクリユをゆ 

るめてコネクタカバーをはずしたままコネクタを結 

合

⑵11503コネクタの端子15(㊉），10(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 8评〇汎時電圧測定

コネクタふ端子 凝?^猶^^^^纖驛凝鍵發漏 毅織:織;纖繼驗鑛毅翁觀麵錄

8503— 15〜10

(㊉）（㊀)
16 3…01\1 : 7 V以上

2 シーケンス制御パターン時モニター電圧
点検

(1) [〇の状態にする

(2) 10 3界〇卩尸

(3) 他3シーケンス制御パターンにする（？，90参照)

コネクタ么端子 漏^^響^^^議鑛遲纖獲讓務臟遲戀鱗；

闩503— 15〜10
(0) (0)

シーケンス制御中：

3 V以下

3 ブレーキ3…信号点検

(1) 瓦01！コネクタ8503および11/1；コネクタ只505と 

11506を外す

(2) ボデイ側ぉ505の端子8，只503端子15間にテスタ 

接続

(3) ブレーキペダルを踏まない時，踏んだ時抵抗測定

コネクタ&端子

[=(505— 8〜
1=1503-15

ブレーキを踏まない時：⑺ 
ブレーキ踏んだ時 ：約〇〇
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

点検手順
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トラブルコードに基づく点検

回路図

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

(^50^)

トラブルコード51

V

(
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

£0リのリレー回路電圧測定 
(コイル側）

|18 17 16 1 5 14 13 12 ！ 110 9 ！11 6 5) 4 3 2？丨1
35 地3 32 31 30 29 28 27 26 25 2 4 23 22 2 1 20 丨9丨

㊀V㊉
0 〇

(1)瓦〇!；コネクタ11503を一度はずし，スクリユをゆる 

めてコネクタカバーをはずしたままコネクタを結合

⑵11503コネクタの端子17(㊉），20(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 3界0ドド時，時の電圧測定

コネクタふ端子 圖圖圖—1
只503— 17〜20

(㊉）（㊀）
: 〇ソ

丨(3 3\^〇1\1 :10ソ以上

2 已〇リの電源回路電圧測定

(0503) 1

㊀V㊉
0 〇

1
|18 17 16 15 14 1 3 12 1 1 1 0 9 8 7 65 5 4 3 21

35 34 33 32 31 30 25 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19|

3 ビ〇リのリレー回路電圧測定（接点側)

|丨8 17 16 15 14 13 1 2 11 10 9 8 -16 ！； 4 3 2 丨1
35 34 33 32 31 30 29 :28 27 26 25 24123 22 2 1孕 19|

㊀V㊉

(1)田と同じ状態のまま11503コネクタを芭01；から分 

離

⑵11503コネクタの端子32(㊉），20(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 3界〇ドド時，01^時の電圧測定霤

コネクタふ端子

只503— 32〜20

(㊉）（㊀）

16湖： 0 V
1(3 3*01X1 :10ソ以上

(1)田と同じ状態のまま11503コネクタの端子1(㊉)， 

10(㊀）間にテスタ接続 

⑵10 3界〇卩？時，01^時の電圧測定

コネクタふ端子

只503-1 〜10
(㊉）（㊀）

16 3\^ : 0 V
1(3 3\；\；0〜：10\7以上

く参考〉N0の原因は，電源側(N0.1)の場合と，アー 

ス側⑺0.10〉の場合の両方が考えられる。

4 一 68



トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード51

ボディハーネス側 ㈠/リ本体

广鑣
も

2 )
X

2 钃

⑴バッテリー㊀端子分離

(2) 11/11の9極コネクタ！1505，2極コネクタ11506 

分離

(3) 2極コネクタ間と9極コネクタ間の端子を下記の 

通りアダプタハーネスで結合

ボディハーネス側コネクタ ㈠/リ側コネクタ
2極一1 2極一1,

9極— 5 9極—5
9極一 9 9極一9

⑷11/1；側9極コネクタ端子④(㊉トボディ（㊀）間 

にテスタ接続

⑸バッテリー0端子を結合し電圧測定

(§50珍

3 2 1
6 5 4
9 8 7

⑴10 8界〇孖孖 

⑵只/11コネクタ11505分離

⑶ボデイ側コネクタ只505⑤(㊉）〜⑦（㊀）間にテス 

夕接続 -

⑷10 8^0^電圧測定

コネクタふ端子
：：：凝::::::::欲:::％:级

霸議
。凝凝織漏^^^^^^:^^^^織驗::

[-1505— 5〜7 1〇ソ以上

コネクタも端子
严入プノノノノ禱:办:ウ:-:扣.:+1艚.參禱蠢〇#.嘸#：^：： :!:V%%%

靥麄钃羼敎參参着署釁暑晒孀爾孀響7餐擎譬.秦參#攀#像,参##暴着擎矚馨曹孀0歉賢擎驗9 9雪欲，彎99 9 # 4
孫^^^織^^:網遐徽毅毅綴:※ 銘毅^^^^^?^^^^

1505— 4〜ボディ 1〇ソ以上
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード51

6 バルブリレー作動点検 バルブ電源電圧点検

(1)バルブリレー各端子間導通点検

端子

30〜873 導通あり

30〜87 導通なし

(^5〇|)

2

873 87

凰
パ客

⑴バッテリー㊀端子で外す 

(2) 11/1；コネクタ11506を分離 

⑶ボデイ側コネクタ11506①(㊉）〜ボデイ（㊀）間に 

テスタ接続

⑷バッテリー㊀端子を接続

(2) バルブリレーの端子86(㊉），85(㊀）にバッテリ|⑸電圧測定 

接続

(3) 接続後の各端子間の導通点検

端子

30〜873 導通なし

30〜87 導通あり

コネクタ孓端子
8506— 1〜ボディ 1〇ソ以上

㊉

ッテリ

㊀

86
873 87
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隱㈤
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード52

トラブルコード52 モータおよびモータリレー

点検手順
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

(^55)伯16多

1(33\^

！八11

〇 8^
14 14

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

回路図

^1

E

N711

1
㈣

卜-1

/〇

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16

じ0

一
一
!一—

41
-

8 
7 

〇
 

2
1 
1

〇2

1

V

リ
ャ
ハ
—
ネ
ス

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス

21

~I

 

一一

0
^

㈧

8

巳

1
3
2
4
6
8
5
9

14
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トラブルコードに基づぐ点検 トラブルコード52

日〇11のリレー回路電圧測定
(コイル側）

(^503^

[18 17 16 15 14 121 12！ II 1〔19 8 7 6 5 4 3 2 1
| 35 3%3|32 :31 30 ？9 28 11 26 25 24 23 22 21 20 19

(1)圮〇玎コネクタ11503を一度はずし，スクリユをは 

ずしてコネクタカバーをはずしたままコネクタを再

結合

⑵お503コネクタの端子17(㊉），20(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 8界〇卩尸時，〇]^時の電圧測定

コネクタ8^端子

只503— 17〜20

(㊉）（㊀)

16 5\^〇卩ド： 0 V
10 3…〇问：10ソ以上

(0503)

18 17 1 6 15 14 13 1 2 117 7 6 5 4 3 2
|35 34 33 32 31 30 29 28 27 ？6 2 5 24 23 22 21 20 19丨

⑴0と同じ状態で端子1(㊉），10(㊀）間にテスタ 

接続

(2) 10 8评〇ドド時，01^時の電圧測定

コネクタる端子

1=1503-1 〜10
(㊉）（㊀)

1(3 5\1\/ : 0 V

丨(3 3\；\/〇问：10ソ以上

史50珍

3 2 1

6 5 4
9 8 7

⑴[〇の状態で丑/1；コネクタ11505を外す 

⑵ボデイコネクタ11505端子⑤(㊉）〜⑦(㊀）間にテ 

スタを接続

(3) 10 8界〇卩ド時，〇]^時電圧測定

コネクタゐ端子

闩505— 5 〜7
(0) (0)

10 3\^〇汗ド： 0 V

16 3\^01\1 :10ソ以上

㈠/〇側 ボディハーネス側

1 2 3
4 5- -6-1
7 8 9

3 2 1
1^-1-5 4

9 8 7

(1)囹と同じ状態で，只/11側9極コネクタ端子⑤と 

ボディハーネス側11505端子⑤を接続 

⑵11/11側9極コネクタ端子⑧(㊉）〜ボディ間にテ 

スターを接続

(3) 10 8界〇卩頁時，時電圧測定

コネクタ孓端子

卩505— 8〜ボディ

(㊉）（㊀）

1(3，: 0 V

10ミ㈧〇㈧:1〇ソ以上
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

5 モータリレー単体点檢

87

〇 〇

(1)モータリレー分離 

⑵モータリレー端子30〜87間の導通点検

端子

30〜87 導通なし

㊉

バッテリ 

㊀

86
87

85

2
〇

⑶リレー端子86(㊉)，85(㊀）間にバッテリ接続 

⑷接続後，リレー端子30〜87間の導通点検

端子

30〜87 導通なし

6 モータ，モータリレー作動電圧測定

史5〇象

1？？1 /「16 15 141 13 12 11 10) 9 8 7 6 5 4 3 2 礞

35 34 33^2 31 30 ボ2.8 27 26 25 24 23 22 :21 20 19

㊀ソ㊉

(1) 瓦011コネクタ11503を一度はずし，スクリユをは 

ずしてコネクタカバーをはずしたままコネクタを再 

結合

(2) 只503コネクタの端子1と17, 20と28をアダプタ 

ハーネスで結合

(モータ駆動回路が正常であれは 8…〇Xにする 

とモータの作動音がする）

(3) 0509コネクタの端子14(㊉），10(㊀）間にテスタ 

接続

(4) 10 8界〇ド孖時，〇”時の電圧測定

コネクタふ端子

050314〜10
(0) (0)

1(3 3\^ : 0 V
10 3\；\/〇问:1〇ソ以上
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード52

モーターリレー〜日〇リ間ハーネス点検

⑴围の状態で11/11コネクタ11505を分離 

⑵.ボデイハーネス11505端子⑤(㊉）〜⑦(㊀）間にテ 

スター接続 ：

(3) 10 8界0尸ド時，0：^時電圧測定

(^5〇5)

3 2 1
6 5 4
9 8 7

ま

コネクタふ端子

闩505— 5 〜7

(0) (0)
1(3 3\^ 〇ドド： 0 V
丨0 3\^〇1^ :10ソ以上

⑷上の状態のまま11503端子⑭と⑫をアダプタハー 

ネスで接続

⑸11/11ボディ側コネクタ11505端子⑧（㊉）〜 

⑦(㊀）にテスター接続

(6) 10 8^ 〇卩卩時，0N時電圧測定

(050^)

18 17 16 15 1312 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2
丨35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

¢505)
3 2 1
6 5 4
9 8 7

§1

コネクタふ端子 圖圖

闩505— 8 〜7

(㊉）（㊀)

16 3\^ : 0 V
16 /〇1\！:1〇ソ以上

⑺11503端子⑫と㉘をアダプタハーネスで接続 

⑻11/11ボデイコネクタ11505端子⑤と⑧間の抵抗 

測定

(〇5〇|)

18 17 16 ；14 13 12 1〔)9 8 7 6 5 4 3 2 1|
|35 34 33 32 31 30 :29 28 27 :26 25 24 23 :22 :21 20 19丨

史50珍 3 2 1
6 5 4
9 8 7

II

コネクタふ端子 圓

^505- 5〜8 0 0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

8 モーター駆動回路点横

18 1 7 16 151 4 13 12 1 1 10 ^) 8 7 6 5」13 2 1
|35 34 33 32 31 3 0 29 28 27 26 2 5 24 2 3 22 21 \20 1 9

(^503)

1^1

⑴瓦011コネクタ11503端子⑭(㊉）と⑩(㊀）にオシロ

スコープのプロー ブを接続 

(2)〇卩孖時の波形を観察
，籲禱痛磨籲秦禱暴##馨1離，響，籲難.鲁秦擎癱蠢參羼會令參-蒙-藝㈣

丨〇^㈧〇ドド後，測定電圧が約4 V以上で
1^*1 ある状態が100ミリ秒以上続くこと。
纖努^^^^黎 纖織瑪錄 (下図参照）

〇ド N0

約12\7

約〇ソ

く 参^'/

モーターが正常であれば，モーターの逆起電力によ 

り10 3西〇ドド後短時間電流が流れる。このため，上 

図左側の波形が現われる。
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トラブルコードに基づく点検 トフブルコード54

トラブルコード54 ブレーキスイッチ系

点検手順-

ストップランプ
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トラブルコードに基づく点検一—トラブルコード54

1 ストップランプ点灯状態点検

⑴10 5评〇が

⑵ブレーキペダルを踏んだ時，ストップランプが正

常に点灯するか確認する

ブレーキベタ。レを踏んだ時 

丨ストップランプが点灯すること

@)
18117116 15 14112[12 II 出 9 8 #6 5 4|3 2 I

35134 33 32？ 31；1：30 29 28 27 ？6 生 24；2 -122 2！ 20 19

(1)迟011コネクタ11503分離

⑵11503コネクタの端子25(㊉），10(㊀）間にテスタ

接続

⑶10 3狐〇以でブレーキペダルを踏んだ時の電压 

変化測定

コネクタる端子

只503— 25〜10

(㊉）（㊀）

〇乂（離している時）

4ゾ以上（踏んだ時）
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード56

トラブルコード56 6センサ系異常

点検手順

注意 0センサの故障診断は走行中に行われる。再現確認はブレーキを踏まないで6蚰/11以上で30秒以上

走行すること 〇
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(^509)(^406)

门

1 2 3 厂 丨 4 5

6 7 8 9 10 11 12

5 4 3 2 1

12 11 10 9 8 7 6

じ

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

トラブルコー.ドに基づく点検 トラブルコード56

回路図

(^404)

(3センサ

163\^
へ 巳㈧

2 1

¢406) (^1509)

V巳

日〇じ

0

〇
8

リ
ヤ
ハ
—
ネ
ス

匕

VI

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス
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アンチブロツクブレーキシステム------ 電子制御トラブルシューティング

1 日〇リの6センサ回路電圧測定

17 16；15；1之1 13 12 II 1〔 9 8 7 6 5 1 4 3 2 1 1
|35 34 33 32 31 30 29 28 :11 26 25 24 22 22 21 ？0 丨9|

⑴車を水平状態に停止させる 

⑵豇〇じコネクタ只503分離

⑶I& 8评〇3^で11503コネクタの端子13(㊉），10 

(㊀)間の電圧測定

コネクタふ端子
嫩遵饞雖蓋麄為應雌雄龜—垂臟麵處麄蠢麄座嫩里姝濉濰息雌梟鼴痕麄癱麻雌-趣癱細扁雄廟纖麇巍難應麄今！^汽於！^汽扁薦鐘

1胃^圓丨圖

8503— 13〜10
(0) (0)

約12ソ

⑴0センサ取り外し

(2) 0センサのコネクタにテスタ接続

⑶0センサを傾斜部に置き，端子間抵抗測定

¢5センサ状態
ノー，、..."“：、.、，'二...、 ，V''峰，、バム參ぐ.，'レリ：:ソ'二.:.，，，

基準値
水平 610±60^

沒=14〜21°傾けた時 610—10042以上

3 6センサへの入力電圧測定

⑴〇センサコネクタ尸404分離

⑵卩404ボデー側コネクタの端子2〜ボデイ間にテス

夕接続.

⑶10 3^01^で電圧測定

コネクタふ端子
ド404— 2〜ボナイ 約12ソ
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード出力しない

点検手順

く参考〉チヱックコネクタがアースに落ちていない場合，通常の球切れチヱックモード（10 3ガ01^で1,5秒 

点江後消灯）となる。
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トラブルコードに基づく点検 トフブルコード出力しない

回路図

¢507)

^F507)

八83チェッカー 30

31

(ド55〉(0168)

163\^ 8\^ ^ A 8^

〇
8リ

ヤ
ハ
—
ネ
ス

4

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス

2356789〇1-2

1—31
-41

-516 

一—7

1—

94
—201

—2222324252627282930^
1332333435

6 5 「し.」3 2 1

12 11 10 9 8 7

16 15 14 13
I

1 2 3 ^ 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16
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トラブルコードに基づく点検一-トラブルコード出力しない

六83ウォーニングランプ

(1)10 ，を〇卩卩一^〇がにした時，ウォーニングラン

プの点灯状態確認

基準
16 5\^ 0%にした時ウオーニングラ 
ンプが1，5秒点灯後消灯すること

2 バルブリレー分離時の点灯状態点検

(1)只/!!リレーボックスのカバーを開け，バルブリ 

レー分離

⑵10 3^^01^にした時，ウォーニングランプの点灯

状態確

基準
10㈣〇㈣にした時ウオ- 
ン グランプが点灯する こと

バルブリレー分離後，自己診断モ 
で点灯状態点検

為83ウオーニングランプ

(>507)
喜

卿韻瞧

麵賴咖
細/卜

〇

图と同じ状態のままチェックコネクタ？507の端子 

2をボデーアース

⑵10 3界〇パでウォーニングランプの点灯状態確認

トラブルコードを 
出力していること

1181171 16| 15) )4||3 12 10 9 8 7 |6 5 4131211

(^503)

(1) 瓦011コネクタ11503分離

(2) チェックコネクタざ507の端子2をボディア

(3) 11503コネクタの端子10〜30間の導通点検

コネクタゐ端子
^503-10—30 導通あり
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコ—ド出力しない

5 已〇リの電源回路点横

か03)

|丨8 171 6 15 14 1 3 12 II 1 0 9 8 7 6 ！3 4 3 \
I35 34 33 32 31 30 2 9 28 27 26 25 24 23 22 2 1 20 19|

(1)巧017コネクタ11503分離

⑵只503コネクタの端子1(㊉），10(㊀）にテスタ接 

続

⑶10 8评〇凡電圧測定

コネクタみ端子

闩503-1 〜10

(㊉）（㊀）

16 3^ 〇ドド： 0 V
16 3\^〇问：10ソ以上
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不具合現象に基づく点検
I点検のステップ

⑹不具合現象に基づく点検（ウォーニングランプ不灯の場合の点検)

ウォーニングランプが点灯しないときの不具合には，液圧系統，異音，振動等，通常ブレーキと同様な現象が 

ある。このため，不具合が八88機構にあるのか他にあるのか，まず(八33システム動作点検により）調べ，不具合 

が八83以外にある場合，不具合現象診断項目一覧表または一般的ブレーキ不具合現象および推定原因一覧表と照 

し合わせて点検の優先順位を決定し，系統別，部品別に順次点検する。

注意 不具合現象が再現しているにもかかわらず，自己診断で異常が検出されない理由として，自己診断の異 

常検出範囲外で不具合が発生している場合と，自己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考え 

られる。

同時に丑1\^1系，已〇マ丁系の協調制御不良の場合もある。丨，迟(:VIのトラブルシューティングも 

参照すること）

1点検のステップ

不具合車両入庫

〇

問 診

自己診断の実施 〕
現象確認

(問診通り不具合発生)
V

〇

基本点検

八已5システム動作点検

〇

不具合現象に基づく点検
不具合現象診断項目一覧表
一般的なブレーキ不具合現象および推定原因一覧表
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不具合現象に基づく点、検 八^8システムの作動点檢によるステップ

2八133システムの動作点検（シーケンス制御モード）によるステップ

く参考ン癱減圧開始順が異なる場合はハーネスの結合，または液圧配管に誤りがある。

厂ハーネスの誤結線，ブレーキパイプの誤配管，損傷をまず点検する^

ふ ‘
\シーケンス制御モードで順番が正規となっているか確認する ノ

^初期値の制動力の引きずり左右差が大きい（公差以上)の場合はブレーキを点検する。
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不具合現象に基づく点検 八83システム動作チェックシーケンス制御パターン

⑴八33システム動作チヱックシーケンス制御パターン

下記シーケンス制御でソレノイドバルブを駆動し，ブレーキテスタで動作チヱックができる。

全車輪速度
チェックコネクタ

ド端子
チェックコネクタ

し端子 

10 5^

八85ウォーニング
ランプ

ブレーキランプ5…

0(^

「しソレノイドバルブ

ソレノイドバルブ

七ータリレー

4は1/ゎ以下(但し，シーケンス制御中は1〇ぃ/卜以下)

アースに落とす

アースに落とす

0^

1.

0.5秒以下
斗

N0只し

0ド「

し

〇问
し 1.

2-0

0-4 如 し IV

0-6

シーケンス制御 和
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不具合現象に基づく点、検-------八巳8システム動作チ：]:ックシーケンス制御パターン

鲁制御開始条件（下記条件をすべて満足した時）

⑴全車輪速度が4出/11以下

(2) チエツクコネクタの両端子ともに108^01^時より常にボデーアース

(3) 10 8^01^時ブレーキランプ8评は〇尸尸（ブレーキペダルを踏んでいない）

(4) 10 8界〇”直後，处3ウォーニングランプ（点灯時間1.5秒）が消灯後，0.5秒以内にブレーキペダル 

を踏み込み保持する。

^制御終了条件

(1) 少なくとも1つの車輪速度が10-/11以上となった時（通常制御モード復帰）

(2) 子が乙〇评状態から解放（通常制御モード復帰）

(3) X端子が状態から解放（通常制御モード復帰）

(4) シーケンス制御終了故端子が:[^〇胃状態のままであれば通常制御モード復帰）

(5) シーケンス制御中にブレーキペダルから足を離してブレーキランプ8界を〇ド頁した時 

(通常制御モード復帰）

(6) 10 8界〇直後で，处3ウォーニングランプ消灯後0.5秒以内にブレーキランプ8界の〇び条件が無いと 

き（通常モード復帰）
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不具合現象に基づく点検一^八88システムの動作点検手順

⑵183システムの動作点検手順

注意

譽及83ウォーニンダランブ点灯状態では焱83シ 

ステム動作点検はできない。フェイルセーフが 

作動し，通常ブレーキのままである。

鬱ブレーキテスタを作動させる時は，車止めなど 

適切なとび岀し防止の延置をすること。

① 前輪または後輪をブレーキテスタにセットする。

② ハンドブレーキを解除し，ニュートラル位置で 

ブレーキテスタを作動させる。

③ インパネ右下のチェックコネクタ（ 2極）を両方 

ともボァ'ーアースする0

④ ニュートラル位置でエンジン始動し，フレーキ 

ぺダルを踏み込んで制動力を初期値に合わせる。

⑤ ブレーキテスタにより八83のシステム動作バ
ターンを点検する0

正常時の六88システム動作パターン 

右前輪（後輪は左）より作動を始め，減圧―保持

4加圧のパターンを各輪一回だけ

㊄減圧および加圧時制動力の変動幅が基準にあ 

るか点検する。

また，点検後ペダルストロークの剛性感の変 

化がないことも確認する。

ペダルストローク 踏力 仙8付

(1X1111) 50^ 85

1(% 55
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不具合現象に基づく点検—不具合現象診断項目

3 不具合現象診断項目

0主予想原因 0 2次予想原因
―画幽 圓圓 1 圓醫晒" 晒,

X 原因個所
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\ ,

ぐ0

ヤ
1

ピ
ス

卜 
\ ,

モ
1

夕

マ
ヴ

卜
プ
ッ
シ
ュ

シ

I
ど

厶

制動時の方向安 
定性が悪い

右または左に曲る 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スピンする 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

ブレーキ効き不
良

制動距離長い 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ロックする 〇 〇 〇 〇 〇 〇 条 〇

引きずる 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

ペダルストローク 
が長い 〇 〇 〇 〇 〇 @ 〇 〇

車両の異常なピッ 
チングがある 〇 〇 〇 〇 〇

※1
〇 〇

制動力不安定，片 
効き

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

振動，異音発生 

(急ブレーキ時）

ぺダルの振動が大
きい 〇 〇 〇 〇 0 〇 0

闩/リの作動音が大
きい 〇 〇 〇 〇 〇

車体前部から音が 
発生

〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇

車体後部から音が 
発生

0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※:I減衰力の低下による
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クリヤメモリの手順

(7)クリアメモリの手順
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4 一4 タイヤみホイール

〔1〕タイヤ段ディスクホイール 国仕様
------- -タイヤとホ1 ーノレの糸丑合わせ--------------------- -------------------------------------------------------------

く変更内容〉バン80义全車にラジアルタイャ(1451112-61^ 1/1？)を採用する。

トラック8丁！)車の後輪タイヤを5.00から5.00，12七？111；1に変更する

\ 車種

タィャ \ \

\ ディスクホイール \

トラック，パネルバン ノゞン ディアス

3501<8積車 3501<8積車 2001<8積車

キヤフレータ
(:㈣車 30車

30父

キヤフレータ
⑽）車 3¢車

01&3

(〇丨站のサン) 
サンルーフ 
車及びクラ 
シック車除

レ

左言己 
以外3丁0

3丁0-3
営農
4购

左記
以外

3丁0
^郵政 2ンータ

左記
以外

5.00-12—4阳リし丁(前輪）
6？只リし丁 (後輪). 12X4.008スチール 籲

-
%

145只12 —6卩闩し丁 12X4.008スチール 鲁 鲁 籲 籲 %

145⑶ 12 12X4.008スチール
- 像

1555只 12 12X4.008スチール - 鲁

135/95只 12 79/77しし丁 12X4.008スチール -
%

ランバース
テー付車

〔2〕タイヤ空気圧

く変更内容〉バン系と共用化のため後輪タイヤを変更する0これに伴いタイヤ空気圧もバン系と同じにする0

(スタンダード車）

(は/〇爪2)

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

刖 輪 後輪 前輪 後輪

トラック 
バン

350咜積車
2^0及び 
4，

5.00-1241^61^ 111斤 1.8 2.2 2.2 3.0

1451112视只 1.8 2.2 2.2 3.0

ディアス 2004積車
2^0及び 
4響

145 5^12 2.0 2.0 2.2 2.2

15531112 1.8 2.0 2.0 2.2

ランバーステー付車 135/951112 797771^丁 1.8 2.2 2.0 3.0

く注記〉軽積載とは2名十1001^以下の時である
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